
奈
良
。県
立
明
日
香
養
護
学
校
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
川
原

。
小
山
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
二
年

（昭
４７
）
一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
白
石
太

一
郎

。
前
園
実
知
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

県
立
明
日
香
養
護
学
校
に
お
い
て
、
校
庭
の
一
角
に
給
食
室
用
ボ
イ
ラ
ー
の

オ
イ
ル
タ
ン
ク
を
埋
設
す
る
た
め
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
い
た
と
こ
ろ
、　
一
九

部
　
　
七
二
年

一
二
月
六
日
に
、
土
器

類
や
若
干
の
木
片
と
と
も
に
木

簡
①
が
出
上
し
た
。
学
校
側
か

ら
の
連
絡
を
受
け
て
、
当
時
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
に
在
籍
し

て
お
ら
れ
た
白
石
太

一
郎
氏
と
、

現
所
員
の
前
園
実
知
雄
氏
が
現

地
に
赴
い
て
、
土
層
観
察
を
行

な
っ
た
。
そ
の
結
果
い
も
と
の

1977年以前出上の木簡

(吉野山)

水
田
廉
土
と
判
断
さ
れ
た
責
褐
色
粘
上
質
土
層
の
下
は
三
層
に
分
か
れ
、
そ
の

最
下
層
で
あ
る
第
五
層
は
や
や
砂

っ
ぽ
く
少
量
の
有
機
物
質
を
含
み
、
木
簡
、

土
師
器

・
須
恵
器
、
加
工
痕
の
あ
る
木
片
、
種
子

・
樹
皮
な
ど
の
遺
物
は
、
全

て
こ
の
第
五
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
土
器
は
藤
原
官
跡
出
土

の
も
の
に
類
似
す
る
。
養
護
学
校
の
校
舎
が
建

っ
て
い
る
平
坦
な
尾
根
上
に
、

何
ら
か
の
遺
構
を
伴
う
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
東
の
谷
底
の
低
湿
地
状
の
所
に
、

木
簡
な
ど
の
遺
物
が
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
層
観
察
後
、
残
余
の

あ
げ
土
か
ら
、
木
簡
②
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。

本
簡
①
②
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
氏
が
と
ら
れ
た
木
簡
調
書
が
残

っ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
回
新
た
に
木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
再
検
討

し
、
釈
文
を
定
め
た
。
木
簡
②
は
こ
れ
ま
で
未
報
告
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
＜
旦
波
国
多
貴
評
草
上
」

。
「
＜
里
漢
人

マ
佐
知
目
　
」
　

　

　

　

　

　

ド『貿
］寮
卜
鼠

②
　
。
「
＜
白
糸

×

。
「
＜
大
遣

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
貿
］

常
Φ

ω
は
完
全
な
形
で
残

っ
た
貢
進
物
付
札
で
、
表
と
裏
面
に
続
け
て
国

・
評

・

里
名
と
貢
進
者
を
記
す
が
、
貢
進
年
月
日
や
税
日

・
品
名
は
み
え
な
い
。
藤
原

宮
跡
出
土
木
簡
に
は
、
こ
う
し
た
記
載
形
式
を
と
る
事
例
が
い
く
つ
か
み
え
て
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い
る
。
『
和
名
抄
』
に
丹
波
国
多
紀
郡
草
上
郷
が
み
え
、
高
山
寺
本
で
は

「久

左
乃
加
三
」
の
訓
を
付
し
て
い
る
。
兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
に
、
篠
山
川
に
沿

っ
て
草
ノ
上
の
集
落
が
あ
り
、
す
ぐ
上
流
域
に
名
神
大
社
の
櫛
石
窓
神
社
が
鎮

座
し
て
い
る
。

②
は
上
端
部
の
み
が
残

っ
て
お
り
、
表
面
に
は
鉄
粉
の
よ
う
な
錆
が
付
着
し

て
い
る
。
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
、
土
中
に
堆
積
し
て
い
た
際
に
付
い
た
も
の
だ
ろ

う
。
貢
進
物
付
札
で
は
な
く
、
白
糸
に
つ
け
ら
れ
た
荷
札
の
断
片
と
思
わ
れ
る
。

ω
は
評
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
時
期
の
貢
進
物
付
札
で
あ
る
が
、
な
ぜ
藤
原

京
域
か
ら
南

へ
遠
く
離
れ
た
場
所

（藤
原
京
の
南
京
極
大
路
で
あ
る
阿
倍
・
山
田
道

か
ら
、
南
へ
ほ
ぽ
一
。
一
ｈ
隔
っ
て
い
る
）
か
ら
出
上
し
た
の
か
、
問
題
を
残
し
て

い
る
。
周
辺
地
域
の
発
掘
調
査
を
侯

っ
て
判
断
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
遺
跡
の

す
ぐ
西
方
に
菖
蒲
池
古
墳
が
あ
り
、
ま
た
す
ぐ
南
に
天
武
陵
を
望
む
事
実
に
留

意
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
菖
蒲
池
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
は
大
き
く
意
見
が

分
れ
て
い
る
が
、
大
内
陵
よ
り
は
古
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
朱
£
元
年
（一ハ
八
一◇

九
月
に
崩
御
し
た
天
武
天
皇
は
持
統
二
年

盆
ハ
八
八
）
一
一
月
に
大
内
陵
に
埋
葬

さ
れ
る
が
、
大
内
陵
の
造
営
は
持
統
六
年
六
月
ご
ろ
ま
で
継
続
し
た
。
臆
測
に

す
ぎ
る
が
、
こ
こ
で
は
木
筒
出
土
地
の
周
辺
に
大
内
陵
造
営
の
た
め
の
施
設
が

存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

９
　
関
係
文
献

白
石
太

一
郎

。
前
園
実
知
雄

「明
日
香
養
護
学
校
校
庭
出
上
の
木
簡
」
（橿
原

考
古
学
研
究
所
彙
報

『青
陵
』
二
二
号
　
一
九
七
三
年
）
　
　
　
　
　
（和
田
　
率
）

大
阪
。
大
坂
城
跡

ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．５

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
五
三
年

（昭
２８
）

一
〇
月
を

（終
了
年
月
不
明
）

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
市
立
大
学
大
阪
城
址
研
究
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
根
徳
太
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
安
土
桃
山
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
阪
合
同
庁
舎
第

一
号
館
の
基
礎
掘
削
時
に
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
木

衛
は
現
在
行
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
山
根
徳
太
郎
氏
の
報
告

（大
阪
市
立
大
学

大
阪
城
址
研
究
会

『
大
阪
城
の
研

究
』
研
究
豫
察
報
告
第
弐

一
九
五

四
年
）
に
よ

っ
て
記
述
す
る
。

庁
舎
西
半
部
の
地
表
下
八
を

一

〇
ｍ
の
所
に
窪
地
が
あ
り
、
下

層
か
ら
植
物
包
含
層
、
奈
良
時

代
の
遺
物

（祝
部
上
器
）
包
含
層
、

窪
地
埋
土
層
が
み
ら
れ
た
。
窪

地
埋
土
層
か
ら
は
漆
椀
、
宋
銭

(大阪東北部)




